第４回　相和会訪問看護ステーション
定期巡回・随時対応型訪問介護看護　　介護・医療連携推進会議開催について

１．開会のあいさつと参加者紹介
司会・進行役の定期巡回管理者・森崎より、本日の参加者を紹介

２．事業所評価等について
【事業所評価の実施】
　・１年に1回、定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービス事業所としての評価を
　　行うことが義務付けられている。
　・担当のケアマネジャー、利用者とその家族にアンケートを実施し、利用者及び家族
　　からも結果を100％回収している。

【アンケート結果と利用者の反応】
　・結果から、多くの利用者がサービスに満足していることが明らかになった。
　・このサービスのコストの問題（利用料が包括計算であること）については利用者へ
丁寧に説明し、サービスの切り替えについての情報も伝えるようにしている。
今のところ、他のサービスへの切り替え希望があったことはない。

　　【外部評価と自己評価のプロセス】
　　　・外部評価は、利用者のケアマネジャーとの面談を通じで行った。
　　　・自己評価は、事業所の介護福祉士と看護師が協力して実施している。

　　【サービスの運営と課題】
　　　3月15日現在の利用者登録数　…　5名
　　　定期巡回・随時対応型訪問介護看護職員数　…　介護福祉士2名、看護師8名

　　　・利用者宅への訪問回数は月１１０回から多ければ１８０回に及ぶことがある。
　　　　16時以降の訪問も増えた。
　　　　土日祝日の訪問も組まれるため、サービス運営には、随時訪問も含め、
　　　　どれ位臨機応変に訪問できるかも重要な要素になる。同じ法人内の居宅介護支援
事業所だと、連携がとりやすいというメリットがある。一方で、外部評価での評価
も低かった外部への情報発信関連については、ホームページへの掲載等も含め
改善に取組んでいくようにしたい。

３．質疑応答・意見交換

　◇アンケートの内容はどのように決めたのか？
　→利用者・家族用のものは、訪問看護事業協会の利用者アンケートを基に設問を
　作成した
　→サービス評価表については、厚生労働省が示している評価内容に沿って項目を作成
　している
　◇以前、サービス提供の時間が重なるため調整が難しいと言っていたが、最近の
　状況はどうか？
　→ゴミ出しや服薬（インスリンも）に関してニーズが高く、希望の時間が被る状況
　は変わっていない。介護福祉士の手が足りず、看護師が介護業務のために訪問する
　などして対応している。
　◇地域でも一人暮らしで、見守りや支援の手が必要な人が増えていて緊急時を含め
　今後の繋がりをどのように持っていくかは課題となっている。利用者の増加が
見込まれる中で今後の展望についてはどのように考えているか？
　→緊急連絡先については、契約時などに確認している。今後は医療ニーズの高い
利用者も増えると思われ、介護福祉士や看護師の数を増やす必要を感じている。

次回会議は、令和8年9月頃を予定しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和8年3月16日(月)　14：00～14：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　森崎
